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(注)「１株当たり四半期純利益」は、優先株式に係る優先配当額を控除して算出しております。 
  

  

   

 

 
(注)「１株当たり純資産」は、優先株式の発行額相当額等を控除して算出しております。 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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1. 平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 1,500 △25.1 10 ― 11 ― 5 ―

22年３月期第１四半期 2,001 29.4 △38 ― △47 ― △51 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 0.25 0.20

22年３月期第１四半期 △4.07 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 7,836 1,949 24.9 8. 04

22年３月期 9,013 1,944 21.6 △210. 44

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 1,949百万円 22年３月期 1,944百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 0 00 ― 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,200 △25.1 △75 ― △95 ― △80 ― △６ 55

通期 7,500 △19.6 150 △59.0 80 △75.3 80 △24.2 ０ 72



 

 

 
 (注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・

手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していま

す。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）2ページ「1.当四半期の業績等に関する定性的情報 (3) 業績予想に関する

定性的情報」をご覧ください。 

4. その他  （詳細は、【添付資料】P.3「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

 (注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 118,152,293株 22年３月期 17,389,850株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 17,047株 22年３月期 17,028株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 20,658,543株 22年３月期１Ｑ 17,373,025株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
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当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、一昨年秋の金融危機に端を発する世界的な景気の低迷

から持ち直してきており、自律的回復への基盤が整いつつあるものの、失業率が高水準にあるなど依然

として厳しい状況にあります。 

 公共投資関連の市場におきましては、今後も公共事業の見直しや公共事業費の削減がより一層進むと

見られ、一段と厳しさを増してきております。当社がその大半を依存しております橋梁業界におきまし

ても、総合評価方式により落札価格に一定の歯止めはかかっているものの、多数の企業で受注を競い合

う非常に厳しい状況が続いております。  

 このような厳しい状況におきまして、当社は、全社をあげて受注活動に取り組みましたが、当第１四

半期会計期間の橋梁発注量が著しい低水準にあったため、当第１四半期会計期間の受注高としましては

５億４千８百万円（前年同四半期比108.4％増）となりました。売上高につきましては15億円（前年同

四半期比25.1％減）となり、受注残高につきましては61億６千５百万円（前年同四半期比22.9％減）と

なりました。  

 損益面では、既存工事のコスト削減活動の効果等により、売上総利益は１億４千万円（前年同四半期

比61.4％増）となりました。また、様々な経費圧縮策を実行し販売費及び一般管理費の縮減の継続に努

めた結果、営業利益は１千万円（前年同四半期は３千８百万円の営業損失）となりました。また、助成

金収入などにより、経常利益は１千１百万円（前年同四半期は４千７百万円の経常損失）となり、四半

期純利益は５百万円（前年同四半期は５千１百万円の四半期純損失）となりました。 

  

当第１四半期会計期間末における総資産は78億３千６百万円となり、前事業年度末に比べ11億７千７

百万円減少いたしました。 

 流動資産は、前事業年度末に比べ24.9％減少し、34億８千９百万円となりました。これは、受取手形

及び売掛金が６億８千４百万円、現金及び預金が４億８千４百万円それぞれ減少したことなどによるも

のであります。 

 固定資産は、前事業年度末に比べ0.5％減少し、43億４千６百万円となりました。 

 流動負債は、前事業年度末に比べ18.1％減少し、54億２百万円となりました。これは、前受金が１億

２千９百万円増加したものの、短期借入金が７億円、支払手形及び買掛金が４億５千６百万円、未払金

が１億１千９百万円それぞれ減少したことなどによるものであります。 

 固定負債は、前事業年度末に比べ1.7％増加し、４億８千４百万円となりました。これは、退職給付

引当金が１千２百万円増加したことなどによるものであります。 

 純資産は、前事業年度末に比べ0.3％増加し、19億４千９百万円となり、自己資本比率は24.9％とな

りました。 

  

平成23年３月期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間、通期とも平成22年５月14日に公表

いたしました業績予想に変更はありません。 

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報
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 棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

会計処理基準に関する事項の変更 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

  当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年

３月31日）を適用しております。 

 これによる、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 839,643 1,323,710

受取手形及び売掛金 2,549,447 3,233,553

原材料及び貯蔵品 25,596 16,134

その他 75,092 70,486

流動資産合計 3,489,779 4,643,884

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 906,438 915,269

構築物（純額） 135,118 137,534

機械及び装置（純額） 648,494 653,601

土地 2,114,532 2,114,532

建設仮勘定 356 －

その他（純額） 31,570 29,939

有形固定資産合計 3,836,510 3,850,877

無形固定資産

無形固定資産合計 14,589 14,336

投資その他の資産

投資有価証券 116,341 116,341

投資不動産（純額） 298,178 301,473

前払年金費用 46,694 48,088

その他 34,386 38,800

投資その他の資産合計 495,600 504,703

固定資産合計 4,346,700 4,369,917

資産合計 7,836,480 9,013,802
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,303,771 1,760,178

短期借入金 3,007,619 3,707,619

1年内返済予定の長期借入金 26,349 26,349

未払金 440,351 560,143

未払法人税等 6,153 20,846

前受金 270,401 140,809

賞与引当金 28,047 56,100

工事損失引当金 5,096 5,172

損害賠償損失引当金 266,100 263,300

その他 48,775 52,596

流動負債合計 5,402,666 6,593,115

固定負債

長期借入金 93,889 98,389

退職給付引当金 390,097 377,382

その他 54 224

固定負債合計 484,041 475,995

負債合計 5,886,707 7,069,111

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 453,957 453,957

利益剰余金 502,667 497,581

自己株式 △6,452 △6,448

株主資本合計 1,950,172 1,945,090

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △400 △400

評価・換算差額等合計 △400 △400

純資産合計 1,949,772 1,944,690

負債純資産合計 7,836,480 9,013,802
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(2) 四半期損益計算書

【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 2,001,619 1,500,205

売上原価 1,914,604 1,359,756

売上総利益 87,014 140,449

販売費及び一般管理費

役員報酬 7,003 8,616

従業員給料及び賞与 45,025 47,492

法定福利及び厚生費 13,039 11,996

不動産賃借料 8,579 8,661

旅費交通費及び通信費 10,118 10,469

その他 41,406 42,213

販売費及び一般管理費合計 125,172 129,449

営業利益又は営業損失（△） △38,157 10,999

営業外収益

投資不動産賃貸料 12,106 7,033

助成金収入 － 16,410

その他 2,109 1,771

営業外収益合計 14,215 25,215

営業外費用

支払利息 19,150 19,971

その他 4,308 4,302

営業外費用合計 23,458 24,273

経常利益又は経常損失（△） △47,400 11,941

特別損失

損害賠償損失 － 2,800

特別損失合計 － 2,800

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △47,400 9,141

法人税、住民税及び事業税 4,035 4,055

四半期純利益又は四半期純損失（△） △51,436 5,086
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 該当事項はありません。 

  

当社は、事業を鋼構造物事業（橋梁）に集中させており、単一セグメントとなっておりますので、記

載を省略いたします。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 
  

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

(1) 売上高、受注高及び受注残高の状況

① 売上高

セグメント

前年同四半期 当四半期

増  減

前期

（平成22年３月期   

第１四半期）

（平成23年３月期  

第１四半期）
（平成22年３月期）

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額

(百万円) (百万円) (百万円) (％) (百万円)

鋼構造物事業（橋梁） 2,001 1,500 △ 501 △ 25.1 9,328

合 計 2,001 1,500 △ 501 △ 25.1 9,328 

 

② 受注高

セグメント

前年同四半期 当四半期

増  減

前期

（平成22年３月期   

第１四半期）

（平成23年３月期  

第１四半期）
（平成22年３月期）

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額

(百万円) (百万円) (百万円) (％) (百万円)

鋼構造物事業（橋梁） 263 548 285 108.4 6,714 

合 計 263 548 285 108.4 6,714 

 

③ 受注残高

セグメント

前年同四半期 当四半期

増  減

前期末

（平成22年３月期   

第１四半期）

（平成23年３月期  

第１四半期）
（平成22年３月期）

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額

(百万円) (百万円) (百万円) (％) (百万円)

鋼構造物事業（橋梁） 7,992 6,165 △1,827 △22.9 7,117 

合 計 7,992 6,165 △1,827 △22.9 7,117 

  (注)消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。
   また、上記金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
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